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新たな一歩、登米市議会始動！新たな一歩、登米市議会始動！



【
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
】議会が円滑に効率良く進むように、議事日程や運営などを

協議します。

【
写
真
右
か
ら
】

氏
家　

英
人

伊
藤　

拓
哉

佐
々
木
好
博

遠
藤
真
理
子

佐
藤
千
賀
子

○
鈴
木　
　

実

◎
佐
々
木
幸
一

岩
淵　

正
宏

委
員
会
構
成

　
　

を
決
定

　

令
和
７
年
第
２
回
登
米
市
議
会
定
例
会
５
月
招
集
議
会
は
５
月
16
日
に
招
集
さ

れ
、
１
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
招
集
議
会
で
は
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、
各
常
任
委
員
会
の
委
員
選
任
な
ど

議
会
構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
人
事
案
件
３
件
、

専
決
処
分
の
報
告
３
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

委委員員会会営委会会運営営委 会会会 営委員会会会委員委委委委会会会会会会 会会会会会議会運営委員会会運営委員会議会運営委員会議議議会会運営委員会議会運営委員会議会運営委員会

議長  中澤　宏

副議長  日下　俊

市の総合計画や財政、税務、防災・消防、水道・下水道事業など、
総務部およびまちづくり推進部、水道事業所の事務ならびに
他の常任委員会に属さない事項を調査します。

【
写
真
右
か
ら
】

議
会
選
出
監
査
委
員

關　
　
　
　
　

孝

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
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連
合
議
会
議
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連
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宮
城
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高
齢
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医
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広
域
連
合
議
会
議
員
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千
賀
子

鈴
木　
　

実

及
川　

圭
助

曽
根　

充
敏

日
下　
　

俊

○
伊
藤　

善
博

◎
熊
谷　

和
弘

武
田　

節
夫

委員会常任常任常総務企画常任委員会会会委員委 会会会委総務企画常任委員会総務企画常任委員会総務企画常任委員会総務企画常任委員会

農林産業や商業・工業、建設、土木事業など、産業経済部
および農業委員会、建設部の事務を調査します。

【
写
真
右
か
ら
】

田
村　

啓
峻

岩
渕　

正
弘

佐
々
木
好
博

首
藤　

忠
則

氏
家　

英
人

○
伊
藤　

拓
哉

◎
須
藤　

幸
喜

佐
々
木
幸
一

委員会常任業業建設常任委員会会会設常常 委員委 会会会建 委産業建設常任委員会産業建設常任委員会産産業業業業建建建建設設常常任委員会産業建設常任委員会

議会のあり方や当面の諸課題について、協議や調整をします。

【
写
真
右
か
ら
】

關　
　
　

孝

伊
藤　

善
博

遠
藤
真
理
子

杵
渕　

政
博

佐
藤
千
賀
子

○
田
村　

啓
峻

◎
曽
根　

充
敏

工
藤　

淳
子

議会改革推進会議

教育行政全般（幼稚園・小中学校・公民館など）、福祉・保健・
医療（病院）やゴミ処理、火葬場など、教育委員会および市民
生活部、医療局の事務を調査します。

【
写
真
右
か
ら
】

佐
藤
千
賀
子

關　
　
　

孝

浅
田　

琢
哉

杵
渕　

政
博

浅
野　
　

敬

○
遠
藤
真
理
子

◎
岩
淵　

正
宏

工
藤　

淳
子

委員会常任常任生常民民 常育育育教育教教育民民生 任委員会会会委員委 会会会委教育民生常任委員会教育民生常任委員会教教育育育民民民民生生常常常常任委員会教育民生常任委員会
こ
の
度
、市
議
会
議
員
の
改
選
に
あ
た
り
、

第
９
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
９
つ
の
町
が
合
併
し
登
米
市

が
誕
生
し
て
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で

す
。
２
０
０
５
年
４
月
に
誕
生
し
た
登
米
市

は
、
そ
れ
ま
で
の
歴
史
と
文
化
を
継
承
し
な

が
ら
新
た
な
自
治
の
形
を
模
索
し
、
発
展
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
20
年
間
、
東

日
本
大
震
災
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
な

が
ら
も
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て

こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
一
方
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
と
い
っ
た
課
題
は
、
登
米
市
に
と
っ
て
も

避
け
ら
れ
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
を
い
か
に
活
性
化

さ
せ
、
次
の
10
年
、
20
年
に
向
け
、
次
世
代

に
受
け
継
い
で
い
く
の
か
が
、
私
た
ち
に
課

さ
れ
た
役
割
で
あ
る
と
重
く
受
け
止
め
て
お

り
ま
す
。

議
会
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り

身
近
で
、
信
頼
さ
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
多
様
な
意
見
が
尊
重
さ
れ
る
開
か
れ
た

議
会
運
営
を
目
指
し
、
公
正
か
つ
円
滑
に
議

会
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

２３

令和７年第２回定例会

５月招集議会

新体制でスタート新体制で新 でススタスタータート新体制でスタート
議
長
に
中
澤　

宏
氏
、

議
長
にに
中

宏

中
澤

氏
、

議
長
に
中
澤　

宏
氏
、

副
議
長
に
は
日
下  

俊
氏
を
選
出

副
議
長
に
は
日
下
俊
氏
をを
選
出

副
議
長
に
は
日
下  

俊
氏
を
選
出
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
２
号
）
で
は
、
予
算
現
額
に
２
億
２
２

０
８
万
円
余
を
追
加
、
総
額
４
９
８
億
３
８
２
５
万
円
余
と
す
る

案
が
提
示
さ
れ
た
。

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、「（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
」（
以
降
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」）
の
既
決
予
算
を
減
額
し
、

新
た
な
「
本
庁
舎
機
能
の
あ
り
方
や
長
寿
命
化
等
可
能
性
調
査
業

務
」
に
質
疑
が
集
中
し
た
。
そ
の
結
果
、
岩
淵
正
宏
議
員
ほ
か
２

議
員
か
ら
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
計
画
の
推
進
な
ど
を
掲
げ
た
予
算

修
正
動
議
（
総
額
5
0
0
億
７
7
7
9
万
円
余
）
が
提
出
さ
れ
「
可

決
」
し
た
。

「
本
庁
舎
機
能
の
あ
り
方
や
長
寿

命
化
等
可
能
性
調
査
議
業
務
」
に

つ
い
て

問
　
過
去
の
調
査
（
8
年
前
）
と

重
複
す
る
再
調
査
が
必
要
か
。

答
　
今
回
は
躯
体
ま
で
調
査
す

る
。
設
備
に
つ
い
て
は
前
回
か
ら

の
劣
化
進
行
を
調
査
す
る
。
こ
れ

ま
で
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
計
画

が
あ
り
、
必
要
最
小
限
の
復
旧
に

と
ど
め
て
き
た
。

問
　
改
修
を
図
る
こ
と
で
、
耐
用

年
数
は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。

答
　
建
築
学
会
が
示
す
65
年
を
め

ど
に
し
て
い
る
。
中
田
庁
舎
は
築

38
年
が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
長

寿
命
化
を
し
て
も
20
年
以
内
に
建

替
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。

問
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
に

か
か
る
実
質
的
な
市
の
負
担
は
52

億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
４
庁
舎
整
備
費
用
95
億
円
に
迫

庁
舎
と
公
民
館
整
備
の
26
億
円
を

加
え
た
１
２
１
億
円
が
今
回
の
提

案
で
あ
る
。
繰
り
返
し
の
調
査
の

必
要
は
あ
る
の
か
。

答
　
可
能
性
調
査
を
通
し
て
正
式

な
数
字
を
示
し
、
判
断
し
た
い
。

問
　
調
査
の
の
ち
の
総
合
判
断
で

は
、
現
計
画
も
含
め
た
判
断
に
な

る
の
か
。

答
　
調
査
の
結
果
、
自
身
の
主
張

が
間
違
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

方
針
転
換
す
る
。
現
段
階
で
は
根

拠
と
な
る
デ
ー
タ
を
し
っ
か
り
作

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い

か
ら
の
提
案
で
あ
る
。

問
　
令
和
８
年
６
月
の
調
査
報
告

と
検
討
で
は
、
合
併
特
例
債
発
行

期
限
の
令
和
12
年
度
ま
で
の
建
設

は
間
に
合
わ
な
い
。
本
当
に
長
寿

命
化
調
査
を
や
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

答
　
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

し
っ
か
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
い
と
思
っ
て
の
提
案
で
あ
る
。

　
合
併
特
例
債
は
小
学
校
の
整
備

や
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
今
後
展
開

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
も
活
用

を
予
定
す
る
。
各
事
業
費
が
物
価

高
騰
な
ど
で
上
が
る
見
込
み
で
あ

り
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
予
定

し
て
い
る
分
の
合
併
特
例
債
は
減

る
の
で
は
と
、
私
（
市
長
）
は
考

え
る
。

問
　
各
庁
舎
が
長
寿
命
化
で
使
え

る
と
判
断
し
た
場
合
に
、
合
併
特

例
債
は
使
え
な
い
。
財
源
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
現
状
復
旧
の
よ
う
な
維
持
管

理
修
繕
は
、
一
般
財
源
で
の
対
応

に
な
る
。

問
　
合
併
特
例
債
が
使
え
な
い
状

況
が
、
本
当
に
市
民
の
た
め
に
な

る
と
思
う
の
か
。

答
　
長
寿
命
化
可
能
性
調
査
は
、

選
挙
で
白
紙
撤
回
を
訴
え
て
き
た

中
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
進

め
ら
れ
る
か
を
調
査
し
た
く
提
案

し
た
。

問
　
本
庁
機
能
分
散
の
際
の
地
方

債
償
還
期
限
は
何
年
か
。
ま
た
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
計
画
の
場
合

は
ど
う
か
。

答
　
分
庁
舎
方
式
は
、
起
債
分
で

66
億
円
程
度
が
想
定
さ
れ
、
交
付

税
措
置
は
な
く
、
償
還
期
間
を
30

年
と
す
る
と
年
額
３
億
円
ほ
ど
償

還
に
必
要
だ
。
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
年
額
１
億
１
千
万
円
程

度
の
償
還
と
考
え
る
。

問
　
市
長
提
案
を
反
映
さ
せ
た
財

政
調
整
基
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン（
執
行
部
資
料・Ｐ
5
図
）で
は
、

令
和
13
年
度
に
は
当
初
予
算
が
組

め
な
く
な
る
が
。

答
　
こ
の
資
料
は
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
得
る
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
各
事
業
を
精
査
し
、
健
全

な
財
政
運
営
を
図
る
。
そ
の
中
に

は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
事
業
の

見
直
し
も
当
然
出
る
と
思
わ
れ

る
。

議員提出修正案を可決議員提出修正案を可決

修
正
案
趣
旨

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
に
要
す
る
経
費
の
減
額
補
正

を
削
除
し
、
中
田
・
南
方
庁
舎

等
長
寿
命
化
可
能
性
調
査
業
務

を
削
除
す
る
。

提
案
理
由

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
関
連
予

算
は
７
年
２
月
議
会
で
可
決
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
議
会
は
２

年
に
わ
た
り
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
こ
の
事
業
を
進
め
て
き

た
。
交
付
税
措
置
に
よ
り
、
市

の
実
質
負
担
は
52
億
円
程
度
に

な
る
。
今
回
提
案
の
４
分
庁
舎

方
式
で
は
、
令
和
14
年
度
に
は

財
政
調
整
基
金
の
枯
渇
が
見
込

ま
れ
る
。
ま
た
、
迫
公
民
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
整
備

等
の
実
質
負
担
額
を
裏
付
け
る

根
拠
が
示
さ
れ
な
い
減
額
補
正

は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
中

田
・
南
方
庁
舎
等
可
能
性
調
査

は
、
過
去
に
経
費
比
較
が
す
で

に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
や
る
べ

き
調
査
と
は
言
え
な
い
。

修
正
案
に
賛
成
の
討
論

【
遠
藤
真
理
子
議
員
】

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業

は
、
議
会
で
可
決
さ
れ
た
重
要

な
計
画
だ
。
選
挙
結
果
だ
け
で

白
紙
撤
回
す
る
の
は
関
係
者
の

努
力
を
無
視
す
る
こ
と
に
な

る
。

【
杵
渕
政
博
議
員
】

　
議
会
は
、
最
善
の
判
断
を
す

る
責
任
が
あ
る
。
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
は
財
政
負
担
を
抑
え
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
考

え
る
。

【
佐
々
木
好
博
議
員
】

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
市

民
の
願
い
や
長
年
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
重
要
な
計
画
で
あ

る
。

【
武
田
節
夫
議
員
】

　
こ
の
事
業
は
、
重
要
な
計
画

で
あ
り
、軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

【
氏
家
英
人
議
員
】

　
市
長
は
、
白
紙
撤
回
を
主
張

し
て
い
る
が
、
全
体
票
で
は
賛

成
票
の
方
が
多
い
。
合
併
特
例

債
活
用
で
市
民
負
担
は
軽
減
さ

れ
る
。
国
の
方
針
に
も
反
し
て

い
る
。

原
案
に
賛
成
の
討
論

【
浅
野
敬
議
員
】

　
7
年
度
当
初
予
算
は
、
前
市

長
が
編
成
、
議
会
で
可
決
し
た

が
、
選
挙
前
の
年
度
予
算
と
し

て
の
計
上
は
疑
問
だ
。

【
及
川
圭
助
議
員
】

　
市
民
は
、
白
紙
撤
回
を
掲
げ

た
現
市
長
を
選
ん
だ
。
こ
れ
は

こ
れ
ま
で
の
市
民
不
在
の
進
め

方
へ
の
意
思
表
示
と
考
え
る
。

【
鈴
木
実
議
員
】

　
市
民
は
、
選
挙
で
新
し
い
市

長
を
選
び
、
か
じ
取
り
を
託
し

た
。
そ
の
民
意
を
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
。

※採決結果欄　（〇）は賛成、（×）は反対または賛成しなかったもの、（欠）は欠、（除）は除斥

●審議結果（意見が分かれた議案について掲載しました）

反

　
　対

賛

　
　成

議
決
結
果

中
澤

　
　宏

日
下

　
　俊

岩
淵

　正
宏

關

　
　
　孝

武
田

　節
夫

工
藤

　淳
子

氏
家

　英
人

佐
々
木
幸
一

熊
谷

　和
弘

浅
野

　

   

敬

佐
藤
千
賀
子

岩
渕

　正
弘

須
藤

　幸
喜

佐
々
木
好
博

曽
根

　充
敏

首
藤

　忠
則

鈴
木

　
　実

伊
藤

　善
博

遠
藤
真
理
子

浅
田

　琢
哉

及
川

　圭
助

田
村

　啓
峻

伊
藤

　拓
哉

杵
渕

　政
博

242322212019181716151413121110987654321
採　　　　決　　　　結　　　　果

議案名

議案第43号
令和７年度登米市一般会計補正予算
（第２号）
（修正案）

議案第44号
令和７年度登米市病院事業会計補
正予算（第1号）

可決815○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議

　長

可決122○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

　長

同意第４号
監査委員選任につき同意を求めるこ
とについて

請願第２号
登米市新図書館整備に関する請願

同意２19○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ 欠
議

　長

採択２21○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

　長

議員氏名

答答答

答 答 答

答 答 答

問

問 問

問 問

問 問 問

問

修
正
案
と
討
論

令
和
７
年
6
月
定
期
議
会

※財政調整基金…市の貯金

※
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補
正
予
算

代
表
質
問

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等

補
正
予
算

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

代
表
質
問

政
務
活
動
費
等

執行部資料



19の市民団体代表からの請願

■ 補正予算

＊議案第43号　令和7年度一般会計補正予算（第2号）から
　議案第60号　財産の処分についてまで

・予防接種事業（新型コロナウイルス感染症）
　昨年度から予防接種法のB類疾病に位置づけられたこと
に伴い、定期接種となったことから、個人の発病や重症化
を防止し、まん延予防を図るため、接種費用の助成を行うも
の。

（9021万円）

・ふるさと応援寄附金事業
　寄附者の思いを反映した事業を推進するとともに、これ
をきっかけに生まれた「つながり」を大切にしていくこと
で、関係人口の拡大や継続的な寄附者の獲得による「活力
あふれる」ふるさとづくりを推進するもの。　
　（今回は企業版ふるさと納税）　　　　（2400万円）

・用地買収事業
　（旧ジャスコ南方店跡地の道路敷地等買戻し）
　平成6年8月1日に、旧南方町と旧ジャスコ㈱との間で
締結した覚書に基づき、土地の買戻しを行うもの。

（1753万円）

・結婚支援事業
　少子化の大きな要因のひとつである未婚化、晩婚化の問
題に歯止めをかけるため、4市町（登米市、栗原市、一関
市、平泉町）合同婚活事業に加え、市独自の結婚支援に取
組み、男女の出会いの場の創出を図るもの。

（1097万円）

対象者の接種見込み人数の根拠
は。また、今年度限りの事業なの
か。

接種対象者に昨年度の接種実績
30％を乗じて算出した。事業は今後
も継続する。

マッチング支援サービス利用料400
万円は仲介手数料なのか。
金融機関等と地方創生応援税制を
活用したビジネスマッチング業務に
係る手数料となる。
寄附した企業の方は。
代表取締役が本市出身者。

A

A

A

Q

Q

6月議会に上程した理由は。
不動産鑑定結果に基づき昨年土地
買戻し価格に合意、2月に民地土地
境界確認が完了したため。

A
Q

昨年度は男性参加枠9人に対し39
人と多かったようだが、女性参加者
と参加出来なかった人数は。
女性の申込者は26人で、参加を市か
ら断ることはしなかったが当日参
加者は22人だった。

A

Q

Q

　一般会計・特別会計、企業会計では、債務負担行為補正の追加1件と廃止3件に対
し、修正案を提出し可決、よって歳入歳出それぞれに13億3032万円を追加し、予
算の総額を934億5804万円としました。

主な補正内容は下記のとおりです。 こんな質疑がありましたこんな質疑がありました

令和7年定例会6月定期議会は6月9日～ 7月3日までの25日間開会し議案27件を審議、
一般会計補正予算の一部を修正、その他はすべて原案のとおり可決しました。

６月定期議会で話し合ったこと

    
　※議案第４５号 市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び登米市職員の育児休業等 
 に関する条例の一部を改正する条例
 　・仕事と育児の両立支援制度の利用等について改正するもの。
　※議案第４６号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例
 　・国民健康保険法施行令等の一部が改正により、本市条例の賦課限度額等を
 　　改正するもの。

　※議案第４７号 水道事業給水条例の一部を改正する条例
 　・水道法施行令及び水道法施行規則の一部改正に伴い、改正するもの。
　※議案第４８号 食育推進会議条例の一部を改正する条例
 　・元気とめ食育２１計画第５期策定に伴い、改正するもの。

　※議案第４９号 行政情報機器購入（内部情報系・ノート型PC）
 　・台数：267台　　・契約金額：3,110万2,302円　　・契約先：コバヤシ電子文具
　※議案第５０号 登米市立学校校務系パソコン購入
 　・台数：260台　　・契約金額：4,768万9,200円　　・契約先：㈲川内事務機
　※議案第５１号 消防ポンプ自動車CD -1型購入
 　・台数：1台　　・契約金額：6,226万0,000円　
 　・購入先：㈱古川ポンプ製作所
　※議案第５２号 高規格救急自動車購入
 　・台数：1台　　・契約金額：3,034万9,000円　 
 　・契約先：宮城トヨタ自動車㈱
　※議案第５３号 可搬消防ポンプ付軽四輪駆動積載車購入
 　・台数：３台　　・契約金額：2,247万3,000円　　
 　・契約先：㈱古川ポンプ製作所

図書館整備に関すること図書館整備に関すること

財産の取得

消防ポンプ自動車CD -1 型

条例の一部改正

                    請    願　 書
　登米市新図書館整備に関する請願書請願　　　　　　　　　　代表者　とめ市里山ようちえん　　　　　　　　　　　　　　　代表　佐藤直也                                       紹介議員                                                    氏家英人　　　　　　                                  佐々木好博                                                    曽根充敏　　要旨
　登米市の図書館は、多様なニーズに応えるためのスペースや蔵書の限界、また地域のインフラとしての役割が十分でないことが喫緊の課題となっております。特に多くの子供たちが安心して本に触れ合える環境が整った新しい図書館整備の実現が急務と考えます。私たち１９の市民団体は、子供たちの成長や学びにとっての重要な施設として、新図書館の整備が早急に実現されることを強く望み請願します。

　

19
の
市
民
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た

図
書
館
整
備
に
関
す
る
請
願
は
、
教
育

民
生
常
任
委
員
会
で
、
調
査
と
審
査
を

行
い
、
本
会
議
で
採
択
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

代
表
質
問

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等

補
正
予
算

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

代
表
質
問

政
務
活
動
費
等
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選
挙
結
果
で
は
、
推
進
派
２
名
の
得
票
が
１
０
０
０
票
も

多
か
っ
た
。「
民
意
」
と
い
う
も
の
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。

　
　
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
白
紙
撤
回
を
掲
げ
、
信
任

を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
結
果
も
一
つ
の
民
意
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

当
初
予
算
の
議
決
お
よ
び
特
別
委
員
会
の
調
査
報
告
は
、

無
視
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
認
識
か
。

　
　

本
定
期
議
会
に
関
連
予
算
減
額
の
提
案
を
し
て
い
る
。
そ

の
決
定
を
踏
ま
え
、
事
業
中
止
に
至
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

議
会
の
決
定
が
民
意
と
別
物
と
は
認
識
は
し
て
い
な
い
。

　
　

建
設
事
業
費
約
１
４
８
億
円
を
借
金
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
が
、
交
付
税
措
置
や
交
付
金
を
差
し
引
い
た
、
実
質
負
担
額

を
市
民
に
正
し
く
説
明
さ
れ
た
か
。

岩淵　正宏 議員

新・立志の会

問問 問

会派代表質問

　
　

す
べ
て
が
借
金
で
は
な
い
が
、
将
来
に
お
い
て
大
き
な
負

担
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
が
枯
渇

　
　

本
庁
機
能
を
分
散
し
た
場
合
、
令
和
21
年
に
は
財
調
枯
渇

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
が
。

　
　

中
田
・
南
方
の
長
寿
命
化
の
調
査
を
し
、
本
当
に
進
む
べ

き
方
向
を
検
討
す
る
。

　
　

都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
補
助
金
、
約
21
億
円
の
事

業
申
請
を
見
送
っ
た
。
再
申
請
で
き
る
の
か
。

　
　

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
関
わ
る
補
助
金
な
の
で
、
国
・
県

の
判
断
に
な
る
。

佐々木幸一 議員

大地の会

氏家　英人 議員

太陽の会

鈴木　　実 議員

日本共産党市議団

遠藤真理子 議員

ウィズＴｏＭｅ

答答

問問 答答答

　
　

白
紙
撤
回
表
明
後
に
実
施
し
た
こ
と
は
な
に
か
。

　
　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
中
断
、
国
の
補
助
金
申
請
手
続

の
中
止
指
示
で
あ
る
。

　
　

議
決
予
算
の
執
行
停
止
は
議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。

　
　

事
業
費
全
額
を
減
額
す
る
提
案
、
決
定
を
踏
ま
え
る
の
で

議
会
軽
視
で
は
な
い
。

　
　

当
初
は
中
田
・
南
方
庁
舎
の
調
査
費
用
を
計
上
と
し
て
い

た
が
、
今
回
の
調
査
費
は
５
つ
の
既
存
庁
舎
と
あ
る
が
、
そ
の

経
緯
と
理
由
は
。

　
　

中
田
・
南
方
の
本
庁
機
能
で
は
執
務
室
が
足
り
な
い
。

　
　

具
体
的
な
庁
舎
構
想
は
。

　
　

長
寿
命
化
可
能
性
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
判
断
す
る
。

　
　

公
約
は
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
定
め
る
各
計
画
を
変
更
し

て
か
ら
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

　
　

長
寿
命
化
可
能
性
調
査
の
結
果
、
計
画
の
方
向
性
を
大
き

く
変
更
も
あ
る
。

　
　

公
約
で
1
4
8
億
円
の
事
業
費
は
将
来
大
き
な
負
担
と
し

て
い
る
が
、
本
庁
機
能
を
分
散
す
る
方
が
将
来
負
担
を
増
や
す

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
　

長
寿
命
化
可
能
性
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
判
断
す
る
。

　
　

公
約
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
財
政
計
画
、
財
政
調
整
基
金

残
高
の
見
通
し
は
。

　
　

財
政
計
画
は
作
成
を
指
示
し
て
い
る
。
財
政
調
整
基
金
残

高
は
、
令
和
21
年
度
に
枯
渇
す
る
推
計
で
厳
し
い
。

　
　

公
約
を
撤
回
し
、（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

長
寿
命
化
可
能
性
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
判
断
す
る
の
で

公
約
の
撤
回
は
し
な
い
。

答問問答 問問 答答

問問問 答答答 答

　
　

市
長
の
新
た
な
政
策
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
の
連
携
、
住

民
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
が
先
に
必
要
で
は

な
い
か
。
７
月
に
市
民
説
明
会
と
聞
い
た
が
。

　
　

今
議
会
を
経
ず
に
私
の
思
い
だ
け
を
説
明
す
る
訳
に
い
か

ず
、
議
会
結
果
を
し
っ
か
り
と
捉
え
た
中
で
、
市
民
説
明
会
を

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
開
き
た
い
。

　
　

都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
補
助
金
21
億
円
の
事
業
申

請
を
市
長
の
独
断
で
行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
　

今
回
こ
の
計
画
は
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
私
自
身
（
市

長
）
が
判
断
し
た
。
選
挙
結
果
で
認
め
ら
れ
た
と
い
う
思
い
か

ら
一
旦
中
断
し
た
。

　
　

取
り
戻
せ
る
金
額
な
の
か
。
議
会
に
説
明
せ
ず
棄
却
し
た

問問問

責
任
は
、
市
民
の
利
益
を
損
ね
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
市

長
の
国
費
活
用
に
お
け
る
判
断
は
政
治
的
、
手
続
き
的
に
も
極

め
て
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
考
え
は
。

　
　

拙
速
な
部
分
は
あ
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
を
議
会

と
共
に
方
向
性
を
示
せ
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
　

合
併
特
例
債
に
は
期
限
が
あ
り
時
間
が
な
い
。
選
挙
公
約

を
守
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
市
民
全
体

の
利
益
。
全
市
民
的
な
議
論
と
理
解
の
た
め
の
き
っ
か
け
を
市

長
は
作
っ
た
の
だ
と
私
は
思
う
。
市
長
の
方
針
転
換
し
か
道
は

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

選
挙
結
果
を
踏
ま
え
、
白
紙
撤
回
に
向
け
て
動
い
て
い
る
。

現
時
点
で
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
て
い
な
い
。

問 答答

答答
　
　

本
庁
機
能
を
迫
町
佐
沼
に
置
か
ず
、
中
田
・
南
方
・
石
越
・

登
米
庁
舎
に
移
転
さ
せ
４
分
庁
舎
方
式
に
す
る
と
い
う
考
え
が

示
さ
れ
た
。
そ
の
場
合
、各
庁
舎
の
改
修
費
や
引
越
し
費
用
な
ど
、

相
当
な
事
業
費
を
要
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
人
口
減
少
社
会

を
見
据
え
た
立
地
適
正
化
計
画
と
も
相
反
す
る
構
想
の
た
め
、

合
併
特
例
債
や
国
・
県
補
助
金
等
も
期
待
で
き
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
構
想
に
係
る
移
転
費
用
と
財
源
内
訳
を
示

せ
。

　
　

本
定
期
議
会
に
提
案
し
て
い
る
「
中
田
・
南
方
庁
舎
等
長

寿
命
化
可
能
性
調
査
業
務
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
と
な
る

経
費
を
精
査
し
た
上
で
、
市
民
の
利
便
性
や
財
政
へ
の
影
響
を

総
合
的
に
検
討
し
、
適
切
に
判
断
す
る
。

　
　

老
朽
化
し
て
い
る
迫
庁
舎
と
迫
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
支

問問

所
機
能
と
公
民
館
機
能
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設
と
し
て
佐
沼
中

江
地
区
以
外
の
場
所
に
整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
い
つ
ま
で

に
、
ど
の
場
所
（
市
有
地
、
新
た
な
用
地
取
得
）
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
財
源
内
訳
を
示
せ
。

　
　

具
体
策
に
つ
い
て
は
今
後
と
な
る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
市
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
国
や
県
の
交
付
金

等
を
模
索
す
る
。

　
　

佐
沼
中
江
地
区
に
つ
い
て
再
三
に
わ
た
り
、
浸
水
災
害
リ

ス
ク
な
ど
と
散
々
な
言
い
方
を
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
住
ん
で

い
る
人
も
い
る
し
店
も
あ
る
。
市
長
の
立
場
で
土
地
の
評
価
を

下
げ
る
よ
う
な
発
言
は
慎
む
べ
き
で
は
。

　
　

今
後
は
注
意
し
て
い
く
。

問 答答

答
　
　
「
心
身
と
も
に
ゆ
と
り
と
誇
り
を
感
じ
ら
れ
、
夢
の
あ
る
登

米
市
づ
く
り
」と「
登
米
市
が
目
指
す
、ま
ち
づ
く
り
」の
関
係
は
。

　
　

第
二
次
登
米
市
総
合
計
画
で
掲
げ
て
い
る
将
来
あ
る
「
あ

ふ
れ
る
笑
顔 

豊
か
な
自
然 

住
み
た
い
ま
ち 

と
め
」
と
方
向
性

は
同
じ
。

　
　

病
院
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
新
病
院
建

設
計
画
」
を
前
倒
し
し
て
進
め
る
の
か
。

　
　

今
年
度
中
に
基
本
方
針
を
提
出
。
基
本
構
想
や
基
本
計
画

の
時
期
は
今
後
検
討
。
開
院
ま
で
８
年
程
度
か
か
る
。

　
　

新
た
に
「
中
高
一
貫
校
設
置
を
県
に
働
き
か
け
る
」
と
あ

る
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

問問問

　
　

メ
リ
ッ
ト
は
、
中
・
高
の
教
育
方
針
が
統
一
さ
れ
る
た
め
、

継
続
的
・
系
統
的
な
指
導
で
、
円
滑
な
接
続
が
で
き
る
こ
と
、

高
校
受
験
が
な
い
た
め
、
６
年
間
学
習
に
集
中
で
き
る
こ
と
な

ど
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
高
校
受
験
が
無
い
た
め
緊
張
感
が
薄
れ
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
な
ど
で
成
績
が
下
が
る
可
能
性
や
、

小
学
生
受
験
に
よ
り
合
否
に
お
い
て
心
理
的
な
負
担
が
大
き
い

こ
と
な
ど
。

　
　
「
本
市
独
自
」の
地
域
の
担
い
手
不
足
の
解
消
策
と
は
何
か
。

　
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
農
相
談
会
の
開
催
や
「
登
米
農
業
マ
イ

ス
タ
ー
」
を
派
遣
し
、
個
別
技
術
指
導
を
行
う
な
ど
伴
走
型
の

支
援
が
あ
る
。

問答 答

答答

問
20
年
の
歩
み
を
巻
き
戻
す
所
信
か

答
白
紙
撤
回
を
公
約
に
掲
げ
信
任
さ
れ
た

問
次
世
代
の
た
め
に
公
約
撤
回
を

答
長
寿
命
化
可
能
性
調
査
の
結
果
で
判
断

問
建
設
是
非
の
選
挙
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
か

答
争
点
の
一
つ
、
今
後
、
方
向
性
を
示
す

問
な
ぜ
本
庁
機
能
を
佐
沼
か
ら
移
す
の
か

答
浸
水
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
だ

問
「
市
民
生
活
第
一
主
義
」
と
は
な
に
か

答
福
祉
向
上
を
第
一
に
取
組
む
構
え
を
表
し
た

ー 代表質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の代表質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

６
月
定
期
議
会
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
所
信
表
明
が
示
さ
れ
、

５
会
派
の
代
表
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会派　代表質問者

〇新・立志の会

〇大地の会

〇ウィズToMe

〇太陽の会

〇日本共産党市議団

岩淵　正宏議員

佐々木幸一議員

遠藤真理子議員

氏家　英人議員

鈴木　　実議員

会
派
代
表
質
問

会
派
代
表
質
問

会
派
代
表
質
問

補
正
予
算

代
表
質
問

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等

補
正
予
算

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

代
表
質
問

政
務
活
動
費
等
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裏山の木を切った住宅裏山の木を切った住宅

啓発の看板と防犯カメラ啓発の看板と防犯カメラ

生活保護の担当課生活保護の担当課

参議院選から導入された投票支援カード参議院選から導入された投票支援カード

保
護
費
の
こ
れ
ま
で
の
支
出

総
額
は
い
く
ら
か
。

　
　

平
成
27
年
度
か
ら
令
和

6
年
度
決
算
見
込
額
ま
で
の

合
計
支
出
額
は
、
10
年
間
で

4
千
5
1
9
万
9
千
円
で
あ

る
。

　
　

外
国
人
か
ら
生
活
保
護

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
当

該
外
国
人
に
対
し
、
日
本
国

民
と
同
様
の
預
貯
金
等
資
産

調
査
が
行
わ
れ
る
の
か
。

　
　

厚
労
省
か
ら
の
生
活
保

護
時
実
施
要
領
に
基
づ
い
て
、

日
本
国
民
に
準
じ
て
調
査
し

て
い
る
。
ま
た
海
外
の
預
貯

金
に
対
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
行
政
、
金
融

機
関
向
け
の
照
会
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
、
申
告
外
の
金
融
機

関
へ
も
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

生
活
保
護
制
度
の
趣
旨
、

目
的
は
。

　
　

憲
法
第
25
条
の
生
存
権

の
理
念
に
基
づ
き
、
国
が
国

民
に
最
低
限
度
の
生
活
を
保

障
す
る
と
と
も
に
、
自
立
を

助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
役
割
を
担
う
も

の
で
あ
る
。

　
　

本
市
に
お
け
る
直
近
年

度
の
生
活
保
護
世
帯
数
・
人

数
・
生
活
保
護
費
支
出
額
は
。

　
　

令
和
6
年
度
末
で
、
被

保
護
世
帯
数
は
4
9
5
世
帯
、

人
数
は
5
9
4
人
。
生
活
保

護
費
支
出
額
は
、
令
和
6
年

度
決
算
見
込
額
で
8
億
3
千

6
1
8
万
円
で
あ
る
。
ま
た

外
国
人
生
活
保
護
世
帯
数
・

人
数
は
、
4
世
帯
・
5
人
で

外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護

費
支
出
額
は
3
6
5
万
8
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

外
国
人
に
対
す
る
生
活

　
　

今
年
2
月
に
大
船
渡
市

で
発
生
し
た
大
規
模
山
林
火

災
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
か
。

　
　

現
場
で
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
整
備
も
さ
れ
て
い
な
い

山
林
や
林
道
で
消
火
活
動
に

は
大
変
苦
労
し
て
い
た
。
山

林
火
災
は
広
域
的
連
携
と
初

動
体
制
と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
強

化
が
必
要
で
あ
る
と
改
め
て

認
識
し
た
。

　
　

今
回
の
大
船
渡
の
火
災

で
は
住
家
へ
の
被
害
が
か
な

り
大
き
か
っ
た
。
防
災
と
い

う
観
点
で
、
事
前
に
住
家
に

隣
接
す
る
立
木
の
処
理
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　

個
人
の
財
産
で
あ
る
立

木
な
ど
へ
の
対
応
は
個
人
の

判
断
に
よ
る
。
改
め
て
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

山
林
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
消
火
活
動
の
妨

げ
に
な
っ
た
と
い
う
事
か
ら
、

消
火
活
動
に
も
使
え
る
防
火

帯
と
し
て
の
作
業
道
整
備
を

提
案
す
る
が
。

　
　

現
在
、
一
部
の
山
の
稜

線
に
作
業
道
が
あ
り
、
集
材

方
法
に
つ
い
て
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
こ
れ
は
防
火

帯
と
し
て
の
機
能
も
果
た
す

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

森
林
組
合
と
共
に
連
携
を

図
っ
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　

東
和
や
登
米
そ
し
て
津

山
な
ど
は
沢
沿
い
に
住
家
が

連
な
っ
て
い
る
。
山
火
事
の

際
に
は
逃
げ
場
を
失
う
住
民

が
発
生
し
て
し
ま
う
。
新
た

な
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
市
内
に
お
い

て
山
火
事
の
発
生
件
数
が
少

な
い
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
が

必
要
な
の
か
改
め
て
検
証
し

て
い
く
。

佐々木好博 議員

問
山
林
火
災
に
対
す
る
本
市
対
応
に
つ
い
て

答
関
連
機
関
と
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
く

問

問

問問問

問

問問

　
　

ク
マ
に
よ
る
人
的
被
害

が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で

は
。
市
長
の
判
断
で
ク
マ
を

実
施
隊
員
な
ど
に
緊
急
銃
猟

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
運

用
は
。

　
　

運
用
に
あ
た
り
、
市
長

が
地
域
住
民
の
安
全
確
保
、

通
行
制
限
お
よ
び
避
難
指
示

の
判
断
と
実
施
に
伴
う
物
損

補
償
も
行
う
こ
と
か
ら
、
非

常
に
重
い
責
任
が
生
じ
る
も

の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　

登
米
市
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
に
、
議
会
か
ら
の
提
言

を
ど
の
程
度
反
映
さ
せ
た
か
。

　
　

ご
提
言
を
い
た
だ
い
た

内
容
を
参
考
と
し
な
が
ら
、

本
年
度
予
算
に
反
映
し
て
い

る
。

　
　

長
沼
、
三
滝
堂
、
大
嶽

山
な
ど
に
猫
が
捨
て
ら
れ
る

の
を
防
ぐ
た
め
、
看
板
や
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
で
き
な

い
か
。

　
　

必
要
に
応
じ
て
整
備
し

て
い
き
た
い
。

　
　

野
良
猫
の
繁
殖
を
抑
制

す
る
た
め
の
、
被
害
防
止
支

援
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

ふ
ん
尿
被
害
や
苦
情
な

ど
へ
の
対
応
、
指
導
は
、
市

な
ど
か
ら
の
連
絡
を
通
じ
て

県
が
主
導
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

な
ぜ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
支
援
事
業
に
組
込
ま
な

か
っ
た
の
か
。

　
　

８
年
度
よ
り
組
込
み
、

支
援
策
を
形
に
し
、
積
極
的

に
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
所
信
表
明
に
つ
い
て

浅田琢哉 議員

問
ク
マ
に
よ
る
人
的
被
害
に
対
し
て
は

答
安
全
か
つ
効
果
的
な

方
法
で
捕
獲

　
　

担
い
手
不
足
と
高
齢
化

が
進
む
中
、
担
い
手
の
希
望

に
対
し
て
集
積
率
が
49
％
で

農
地
が
十
分
に
集
約
さ
れ
て

い
な
い
。
担
い
手
不
足
で
は

な
く
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
問
題

で
は
な
い
か
市
の
認
識
を
伺

う
。

　
　

登
米
市
の
農
家
数
は
約

６
万
５
千
戸
で
、
10
年
間
で

３
割
減
少
し
た
。
地
域
計
画

の
49
％
の
集
積
率
は
、
新
し

い
基
準
に
基
づ
き
、
10
年
後

に
90
％
の
集
積
率
を
目
指
す
。

　
　

現
在
米
価
は
安
定
し
て

い
る
が
、
危
機
的
状
況
は
脱

し
て
い
な
い
。
下
落
時
や
コ

ロ
ナ
過
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

て
い
る
経
営
体
も
あ
る
が
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

ま
ず
米
価
に
つ
い
て
は

適
正
な
価
格
帯
に
な
っ
た
と

い
う
風
に
考
え
て
い
る
。
現

時
点
に
お
い
て
は
再
生
産
可

能
な
価
格
に
な
っ
た
の
で
、

今
後
こ
の
価
格
を
し
っ
か
り

維
持
し
て
い
き
た
い
。
今
後

農
業
再
生
協
議
会
で
も
需
給

バ
ラ
ン
ス
な
ど
し
っ
か
り
と

継
続
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
規
就
農
者
及
び
移
住
促

進
に
関
し
て

伊藤拓哉 議員

問
未
来
あ
る
農
業
を
ど
う
考
え
る

答
集
約
、
就
農
、
補
助
で

持
続
可
能
な
農
業

首藤忠則 議員

問
外
国
人
へ
の
生
活
保
護
支
給
の
停
止
は

答
本
市
だ
け
支
給
停
止

す
る
考
え
は
な
い

　
　

選
挙
投
票
に
付
き
添
っ

た
介
護
資
格
者
か
ら
、「
投
票

所
で
の
要
介
護
者
支
援
に
不

安
を
感
じ
た
」
と
の
声
を
耳

に
し
た
。

　

投
票
所
に
お
け
る
、
要
介

護
者
等
へ
の
対
応
（
接
遇
）

に
つ
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

総
務
省
が
公
表
す
る
、

投
票
で
の
対
応
例
が
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
取
組
ま
な
か
っ
た
。

今
後
活
用
し
た
い
。

　
　

高
齢
者
施
設
等
に
対
し

施
設
内
不
在
者
投
票
制
度
の

活
用
促
進
を
積
極
的
に
周
知

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

施
設
内
不
在
者
投
票
は
、

高
齢
者
施
設
な
ど
の
施
設
長

が
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
申

請
し
て
決
定
さ
れ
る
。

　

今
後
は
、
各
施
設
に
対
し

て
直
接
説
明
の
機
会
を
設
け
、

制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

　
　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
制
度
は
重
度
要
介
護
者

に
も
有
効
な
制
度
だ
。
活
用

状
況
を
問
う
。

　
　

本
市
の
郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
件
数
は
13
人
だ
。

こ
の
制
度
は
投
票
用
紙
な
ど

の
請
求
、
交
付
、
返
送
を
郵

送
な
ど
で
行
う
の
で
手
続
き

に
一
定
の
日
数
を
要
す
る
が
、

選
挙
人
に
と
っ
て
有
効
な
制

度
だ
。

　

要
介
護
３
以
上
の
認
定
者

や
一
定
の
身
体
障
碍
者
手
帳

交
付
者
等
が
対
象
に
な
り
、

郵
便
等
の
代
理
不
在
者
投
票

を
利
用
で
き
る
。　
　

　

制
度
の
中
身
を
知
ら
な
い

方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

こ
れ
も
積
極
的
に
周
知
し
た

い
。

曽根充敏 議員

問
選
挙
投
票
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を

答
制
度
の
周
知
を
含
め
、

取
組
む

問

問問

問問問問問

問問

1４人の議員が
市政に対する一般質問を行いました。

1４人の議員が
市政に対する一般質問を行いました。

６月定期議会一般質問

一般質問は、議員の調査研究活動や、住民の声、自身の考え方をもとに、
市政全般にわたって市長などの方針を問うものです。

一般質問は、議員の調査研究活動や、住民の声、自身の考え方をもとに、
市政全般にわたって市長などの方針を問うものです。

答

答答

答

答答答

答答

答

答

答答答

答答

答答

野
良
猫
に
よ
る
衛
生
被
害
に

対
し
て
の
被
害
防
止
支
援
を

事
業
承
継
支
援
事
業
の

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
を

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

補
正
予
算

代
表
質
問

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等

補
正
予
算

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

代
表
質
問

政
務
活
動
費
等
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デマンド型乗合タクシー出発式
（東和町錦織）

デマンド型乗合タクシー出発式
（東和町錦織）デマンド型タクシー出発式（東和町米谷)デマンド型タクシー出発式（東和町米谷)

登米市けやき教室（さくらの木）登米市けやき教室（さくらの木）

事故抑止のためにも、4車線化の早期実現を求める
三陸縦貫自動車道（桃生豊里IC～登米IC間）

事故抑止のためにも、4車線化の早期実現を求める
三陸縦貫自動車道（桃生豊里IC～登米IC間）

更新時期を迎えている防犯灯更新時期を迎えている防犯灯

米山地区公共施設複合化整備事業米山地区公共施設複合化整備事業

　
　

デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
は
今
後
ど
う
推
進

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
運
行

エ
リ
ア
拡
大
と
タ
ク
シ
ー
事

業
者
に
よ
る
運
行
が
難
し
い

場
合
の
検
討
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
と
対
話
・
改
良
を
重
ね
、

引
き
続
き
導
入
拡
大
に
向
け

取
組
む
。
運
行
エ
リ
ア
拡
大

は
、
課
題
を
整
理
し
、
今
年

度
中
に
一
定
の
方
向
を
示
す

よ
う
検
討
し
て
い
く
。
タ
ク

シ
ー
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り

で
は
、
登
米
町
域
で
デ
マ
ン

ド
を
導
入
す
る
場
合
、
現
時

点
で
は
対
応
可
能
と
い
う
お

話
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

地
域
住
民
の
助
け
合
い

で
行
わ
れ
る
移
動
支
援
に
、

支
援
者
の
登
録
や
任
意
保
険

へ
の
加
入
な
ど
を
条
件
に
、

燃
料
代
を
助
成
す
る
な
ど
、

新
た
な
制
度
の
構
築
の
検
討

ど
の
専
門
的
視
点
か
ら
の
意

見
を
聞
く
こ
と
や
、
既
に
取

組
ん
で
い
る
自
治
体
の
事
例

を
参
考
と
し
な
が
ら
、
設
置

形
態
、運
営
方
法
、運
営
経
費
、

空
き
校
舎
活
用
の
観
点
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ
ス
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
不
登
校
や
い
じ
め
問
題
に

つ
い
て

・
学
校
関
係
者
の
体
制
に
つ

い
て

　
　
「
学
び
の
多
様
化
学
校
」

に
つ
い
て
、
市
長
は
所
信
表

明
で
「
専
門
家
や
教
育
関
係

機
関
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
よ
り
、
地
域
全
体

で
協
力
し
て
問
題
解
決
に
取

り
組
み
、
更
に
誰
一
人
と
し

て
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う『
学

び
の
多
様
化
学
校
』
の
検
討

を
進
め
て
い
く
」
と
あ
っ
た

が
、
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
。

　
　

学
び
の
多
様
化
学
校
と

は
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
を

対
象
と
し
て
、
従
来
の
学
校

教
育
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、
児
童
生
徒
の
多
様
な
学

び
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
る
学
校
で
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
特
別

な
教
育
課
程
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

学
び
の
多
様
化
学
校
を
検

討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
専

門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な

　
　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け

て
、
行
政
区
長
や
市
民
の
方

か
ら
「
防
犯
灯
が
点
灯
し
な

く
な
っ
た
た
め
、
各
総
合
支

所
に
連
絡
し
て
直
し
て
頂
く

よ
う
要
望
し
て
い
る
が
、
何

か
月
た
っ
て
も
な
か
な
か
直

ら
な
い
」
と
の
声
が
届
い
て

い
る
。
要
因
は
、
予
算
が
不

足
し
て
い
る
た
め
と
考
え
る
。

　

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
同
じ
時
期
に
交
換
時
期
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
分
を
前
も
っ

て
計
画
し
た
上
で
早
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
対
応
で
き
る
よ
う
、

補
正
予
算
や
来
年
度
予
算
を

確
保
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

迅
速
な
対
応
に
努
め
る

と
と
も
に
、
修
繕
件
数
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
必
要
な
対

応
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

防
犯
灯
の
新
設
に
つ
い

て
も
予
算
が
不
足
し
て
い
る

た
め
、
要
望
箇
所
の
数
に
対

し
、
未
設
置
分
が
増
え
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
優
先

順
位
を
付
け
て
設
置
個
所
を

決
定
す
る
の
は
当
然
と
し
て

も
、
市
民
の
方
か
ら
の
要
望

を
な
る
べ
く
早
く
実
現
で
き

る
よ
う
、
補
正
予
算
や
来
年

度
予
算
を
確
保
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　
　

新
設
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
補
正
と
い
う
よ
り
は
、

当
初
予
算
計
上
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
の
で
来
年
度

予
算
の
確
保
に
向
け
て
し
っ

か
り
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
導
入

で
難
聴
者
に
優
し
い
窓
口
に

熊谷和弘 議員

問
防
犯
灯
に
関
す
る
予
算
の
増
額
を

答
予
算
確
保
に
向
け
て

し
っ
か
り
努
め
る

問問

　
　

米
山
地
区
の
公
共
施
設

複
合
化
整
備
事
業
は
、
総
工

事
費
65
億
円
で
完
成
予
定
と

議
会
で
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、

設
計
変
更
や
ス
ラ
イ
ド
条
項

な
ど
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　

物
価
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い

て
は
工
事
契
約
締
結
後
に
、

賃
金
物
価
水
準
状
況
に
よ
っ

て
請
負
金
額
の
変
更
を
請
求

で
き
る
制
度
で
あ
る
。
本
年

３
月
に
契
約
締
結
し
た
建
築
・

外
溝
工
事
、
電
気
設
備
工
事

及
び
機
械
設
備
工
事
に
つ
い

て
は
、
請
負
金
が
変
更
で
き

る
。

　
　

木
材
を
使
用
す
る
と
カ

ビ
や
腐
食
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
特
に

湿
気
対
策
の
不
備
や
換
気
計

画
の
不
足
が
原
因
と
な
り
、

木
材
の
劣
化
が
進
む
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
完
成
か

ら
わ
ず
か
６
年
で
外
壁
の
木

材
に
カ
ビ
が
発
生
し
、
建
材

の
耐
久
性
に
影
響
を
与
え
て

い
る
事
例
も
あ
る
。
ま
た
、

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

重
要
で
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
が
増
え
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
不
適
切
と

考
え
る
が
、
木
材
使
用
以
外

の
別
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

木
材
の
劣
化
が
進
む
大

き
な
原
因
と
し
て
、
雨
水
が

あ
げ
ら
れ
る
が
、
野
外
で
は

直
接
雨
水
が
当
た
ら
な
い
箇

所
に
使
用
す
る
。
ま
た
、
腐

食
や
防
カ
ビ
な
ど
を
目
的
と

し
た
保
護
塗
料
を
適
切
に
施

す
こ
と
で
劣
化
を
緩
や
か
に

し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
。

岩渕正弘 議員

問
総
工
事
費
は
65
億
円
で
完
成
予
定
か

答
建
設
工
事
費
は
64
億

４
千
３
百
万
円

　
　

高
齢
者
の
要
望
を
受
け

る
機
会
の
多
く
は
、
日
常
の

活
動
範
囲
が
、
極
端
に
制
限

さ
れ
た
生
活
で
あ
る
こ
と

だ
っ
た
。
そ
こ
で
「
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
普
及

に
よ
る
取
組
に
つ
い
て
の
質

問
と
な
り
ま
す
。

　

各
地
区
に
お
い
て
運
行
が

進
ま
な
い
現
状
に
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
乖
離
（
隔
た
り
）

は
な
い
か
。

　
　

現
在
市
内
５
地
区
で
本

格
運
行
を
行
っ
て
お
り
、
新

た
に
５
地
区
で
導
入
に
向
け

た
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

交
通
弱
者
が
増
加
す
る
将
来
、

移
動
支
援
が
必
要
と
な
る
こ

と
も
考
え
、
市
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
と
対
話
を
重
ね
、

導
入
拡
大
に
向
け
て
取
組
む
。

　
　

家
の
門
口
か
ら
乗
車
や

降
車
で
き
、
町
域
内
で
の
移

動
が
可
能
と
し
て
い
る
が
、

運
賃
体
系
も
考
慮
し
、
町
域

内
に
限
定
し
な
い
柔
軟
な
運

行
形
態
は
取
れ
な
い
か
。

　
　

町
域
内
に
医
療
機
関
・

金
融
機
関
・
商
店
な
ど
が
な

い
場
合
で
、
地
域
住
民
の
生

活
の
利
便
性
の
向
上
に
必
要

と
認
め
る
場
合
は
、「
地
域
公

共
交
通
会
議
」
で
の
承
認
を

得
た
後
、
隣
接
す
る
町
域
ま

で
運
行
が
可
能
と
し
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
福
祉
に
は
欠
か

せ
な
い
交
通
体
系
で
あ
る
。

利
用
促
進
を
図
り
、
普
及
を

加
速
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で

結
ぶ
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
の
き
め
細
か
な
運
行
に
よ

り
利
便
性
が
高
く
、
低
額
で

あ
る
。
説
明
を
積
極
的
に
行

い
、
導
入
拡
大
を
進
め
る
。

須藤幸喜 議員

問
高
齢
者
へ
の
交
通
施
策
は

答
最
善
策
を
模
索
す
る

杵渕政博 議員

問
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
校
教
育
を

答
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
取
組

問　

国
・
県
の
事
業
で
あ
る

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
片
道

２
車
線
化
の
実
現
と
、
み
や

ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
の
未

整
備
区
間
の
早
期
事
業
着
手

を
手
掛
け
て
も
ら
う
に
は
、

ど
の
よ
う
な
行
動
が
必
要
か
。

答　

市
長
自
身
が
国
・
県
や

関
係
機
関
に
出
向
き
、
し
っ

か
り
と
要
望
活
動
を
行
う
こ

と
が
基
本
と
考
え
る
。

問　

昨
年
８
月
に
設
立
し
た

前
市
長
が
会
長
を
務
め
る
期

成
同
盟
会
の
今
後
は
。

答　

新
市
長
が
会
長
を
務
め

引
き
続
き
要
望
活
動
す
る
。

問　

卸
売
業
、
小
売
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
そ
の
ほ
か
に
も
多

様
な
業
態
の
商
業
が
あ
る
。

本
市
に
と
っ
て
商
業
分
野
は

ど
れ
だ
け
重
要
と
思
っ
て
い

る
か
。

答　

商
業
も
農
業
も
工
業
も

す
べ
て
重
要
な
位
置
づ
け
で

あ
り
、
行
政
と
し
て
何
が
で

き
る
か
考
え
、
し
っ
か
り
下

支
え
し
て
い
く
。

問　

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
は
単

に
人
が
集
ま
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
全
体
の
活
気
や
経
済
活

動
、
そ
し
て
人
々
の
交
流
を

促
す
重
要
な
要
素
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
の
か
。

答　

商
店
街
の
元
気
を
取
り

戻
す
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
も
重
要
で
あ
る
。
新
商
品

の
開
発
、
販
路
拡
大
、
店
舗

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
支
援
な

ど
も
取
組
む
べ
き
課
題
だ
。

そ
の
他
の
質
問

・
人
口
対
策
に
つ
い
て

伊藤善博 議員

問
道
路
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
ど
う
考
え
る

答
大
変
重
要
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る

問問問問

問

問

問

問

問

問

が
必
要
で
は
。

　
　

燃
料
代
は
利
用
者
負
担

と
す
べ
き
も
の
だ
が
、
車
両

購
入
や
任
意
保
険
へ
の
支
援

策
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

近
年
の
異
常
な
物
価
高

で
、
保
護
者
の
給
食
費
の
負

担
は
子
ど
も
の
多
い
世
帯
ほ

ど
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
県
内
で
は
、
14
自
治
体

が
実
施
。
近
隣
で
は
栗
原
、

気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
が
無

償
化
し
て
い
る
。
市
と
し
て

早
急
に
無
償
化
す
べ
き
で
は
。

　
　

国
が
令
和
８
年
度
か
ら

小
学
校
の
無
償
化
す
る
方
針

で
、
そ
の
実
施
に
合
わ
せ
、

市
独
自
で
中
学
校
ま
で
対
象

を
拡
大
し
無
償
化
し
て
い
く
。

工藤淳子 議員

問
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
エ
リ
ア
の
拡
大
を

答
今
年
度
中
に
一
定
の
方
向

を
示
す
よ
う
検
討
す
る

問

問 小
・
中
学
校
の
学
校

給
食
の
無
償
化
を

産
業
振
興
に
つ
い
て

答答

答

答

答

答

答答

答答

答

答

答

答答

問

へ
だ

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

補
正
予
算

代
表
質
問

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等

補
正
予
算

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

代
表
質
問

政
務
活
動
費
等
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パティオげんき活動写真パティオげんき活動写真

完成が待たれる長沼川放水路完成が待たれる長沼川放水路

　
　

指
導
者
の
質
や
安
全
性

は
。

　
　

指
導
者
は
、
公
益
財
団

法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
資
格
公

益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
加
盟
団
体
認
定
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
資
格
、
教
員
免
許

状
保
有
者
で
か
つ
部
活
指
導

者
経
験
者
、
宮
城
県
主
催
の

指
導
者
研
修
会
受
講
者
他
に

文
化
芸
術
指
導
者
資
格
等
本

市
で
も
年
度
内
に
研
修
会
を

実
施
す
る
事
と
し
て
い
る
。

　
　

教
師
、
学
校
と
の
連
携

は
。

　
　

本
年
７
月
を
目
途
に

¬
登
米
市
部
活
動
及
び
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
策
定
に
向
け
て
作
業
を
進

め
て
お
り
、
指
導
や
休
養
の

在
り
方
、
管
理
責
任
等
、
統

一
し
た
方
針
で
実
施
出
来
る

よ
う
整
備
し
て
い
く
。

　
　

保
護
者
、
地
域
と
の
関

問　

市
長
の
市
政
運
営
に
対

す
る
政
治
理
念
は
。

答　
「
忘
己
利
他
」。
自
分
の

こ
と
を
忘
れ
他
人
の
た
め
に

尽
く
す
と
い
う
意
味
の
言
葉

で
あ
る
。

問　

次
の
市
政
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。
中
心
市
街
地
の
雨

水
浸
水
対
策
に
つ
い
て
。

答　

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図

る
た
め
に
、
県
の
長
沼
川
改

修
事
業
に
お
い
て
、
放
水
路

区
間
が
今
年
度
完
成
、
来
年

３
月
に
供
用
開
始
の
予
定
で

あ
る
。
下
流
側
の
大
網
調
整

池
は
８
年
度
の
完
了
と
聞
い

て
お
り
、
一
定
程
度
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。

問　

市
内
に
長
期
保
管
さ
れ

て
い
る
指
定
廃
棄
物
の
処
理

に
つ
い
て
。

答　

保
管
開
始
か
ら
14
年
を

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

市
民
の
皆
様
の
不
安
を
解
消

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
積
年

の
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
県

と
の
連
携
を
図
り
、
国
が
責

任
を
も
っ
て
取
組
む
よ
う
、

粘
り
強
く
要
請
し
て
い
く
。

問　

終
戦
か
ら
80
年
、
市
内

各
地
に
建
立
さ
れ
て
い
る「
戦

没
者
慰
霊
碑
」
な
ど
が
、
ご

遺
族
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

維
持
管
理
の
困
難
が
予
想
さ

れ
る
。
将
来
の
維
持
管
理
に

向
け
、
積
極
的
な
役
割
を
果

た
す
べ
き
だ
。

答　

市
内
41
基
の
戦
没
者
慰

霊
碑
を
確
認
し
て
い
る
。
戦

争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
鎮

魂
と
悲
惨
な
戦
争
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
の
遺
構
で
あ
り
、

遺
族
会
の
方
々
の
意
見
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
と
の

共
助
に
よ
る
維
持
管
理
の
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

關　　孝 議員

問
中
心
市
街
地
の
雨
水
浸
水
対
策
は

答問

問

問問

　
　

４
月
の
市
長
選
挙
・
市

議
会
議
員
選
挙
で
、
一
番
の

注
目
点
は
、
現
職
市
長
が
落

選
の
事
実
で
あ
る
。
原
因
は

二
元
代
表
制
の
真
意
を
曲
解

し
、
市
民
の
理
解
及
び
納
得

を
得
る
た
め
の
説
明
が
殆
ど

な
さ
れ
な
か
っ
た
事
が
一
因

と
分
析
の
見
方
は
？

　

会
派
と
は
、
政
策
を
中
心

と
し
た
同
一
の
理
念
を
共
有

す
る
議
員
の
集
団
を
い
い
ま

す
。
ま
た
、
会
派
を
構
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な

議
会
運
営
が
で
き
ま
す
。

　

※ 

会
派
を
結
成
す
る
に
は

２
人
以
上
が
必
要
で
す
。

新
・
立
志
の
会

　

代　
　

表　

岩
淵　

正
宏

　
経
理
責
任
者　

伊
藤　

善
博

　
　
　
　
　
　

日
下　
　

俊

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
好
博

　
　
　
　
　
　

關　
　
　

孝

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

拓
哉

　
　
　
　
　
　

杵
渕　

政
博

大
地
の
会

　

代　
　

表　

佐
々
木
幸
一

　
経
理
責
任
者　

佐
藤
千
賀
子

　
　
　
　
　
　

武
田　

節
夫

太
陽
の
会

　

代　
　

表　

氏
家　

英
人

　
経
理
責
任
者　

曽
根　

充
敏

　
　
　
　
　
　
　

ウ
ィ
ズ
Ｔ
ｏ
M
ｅ

　

代　
　

表　

遠
藤
真
理
子

　
経
理
責
任
者　

田
村　

啓
峻

　
　
　
　
　
　

中
澤　
　

宏

日
本
共
産
党
市
議
団

　

代　
　

表　

鈴
木　
　

実

　
経
理
責
任
者　

工
藤　

淳
子

　

市
議
会
で
は
議
会
の
活
性

化
及
び
議
会
運
営
に
関
す
る

事
項
並
び
に
政
策
提
言
及
び

政
策
立
案
に
要
す
る
専
門
的

知
識
を
習
得
す
る
た
め
、
登

米
市
議
会
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
置
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
令
和
6
年
度
か
ら
青
森

大
学
社
会
学
部
の
佐
藤
淳
教

授
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱

し
て
い
ま
す
。

　
　
「
協
働
の
町
づ
く
り
」
は

市
民
の
理
解
・
協
力
な
し
に

は
進
ま
な
い
と
考
え
る
。
私

は
、
市
民
と
の
対
話
、
意
見

収
集
等
の
中
で
、
政
策
を
語

り
、
総
合
的
に
市
民
の
多
く

か
ら
、ご
理
解
、ご
賛
同
を
得
、

市
長
の
職
を
担
う
こ
と
と

な
っ
た
。
身
を
引
き
締
め
、

市
民
の
た
め
の
市
政
を
進
め

て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。

浅野　敬 議員

問
選
挙
結
果
に
民
意
が
反
映
さ
れ
た
か

答
今
選
挙
で
一
定
の

民
意
が
示
さ
れ
た

問

係
は
。

　
　

体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
及
び
地
域
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
等
の
団
体
に
指
導
者

資
格
や
活
動
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
い
な
が
ら
、
活
動

支
援
へ
の
体
制
づ
く
り
を
働

き
か
け
て
い
く
。

　
　

外
部
指
導
者
の
費
用
や

待
遇
は
。

　
　

保
護
者
の
経
済
的
な
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
国
や
県

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
「
活

動
の
維
持
、
運
営
に
必
要
な

範
囲
で
、
可
能
な
限
り
低
額

な
会
費
を
設
定
す
る
」
と
し

て
い
る
。
現
在
、
本
市
及
び

県
に
お
い
て
も
国
に
対
し
必

要
な
財
政
支
援
を
講
ず
る
よ

う
要
望
し
て
い
る
。

佐藤千賀子 議員

問
土
日
の
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

答
登
米
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定

問

問

問問 答

答答

答

答

答答

答

答

長
沼
川
放
水
路
区
間
が

今
年
度
完
成

令和６年度　政務活動費収支報告令和６年度　政務活動費収支報告

■令和６年度政務活動費収支報告一覧■令和６年度政務活動費収支報告一覧

　政務活動費は議員の調査研究に必要な経費の一部として、会派または会派に属さない議員に対し、議員１
人当たり月額２万５千円を交付しています。
　市議会では使途の透明性を図るため、収支報告書に全ての領収書の添付を義務づけています。また、支出
額が交付額に満たないときは、その残額を返還することになっています。なお、収支報告に係る関係書類は
どなたでも閲覧でき、ホームページでも公開しています。

支
出
項
目

議員数（人）

交付額

支出合計

戻入額

7 5 4 2 2 1 1 1 1 24

調査研究費

研修費

資料作成費

資料購入費

広報費

公聴費

要請・陳情活動費

会議費

人件費

事務所費

2,100,000

417,339

0

0

0

0

0

0

0

0

0

417,339

1,682,661

1,500,000

1,420,674

0

8,401

0

0

0

0

0

0

0

1,429,075

70,925

1,200,000

606,446

0

0

92,736

453,944

0

0

0

0

0

1,153,126

46,874

600,000

48,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

48,000

552,000

600,000

48,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

48,000

552,000

300,000

24,000

0

0

0

0

166,228

0

0

0

0

190,228

109,772

300,000

24,000

25,050

8,965

8,400

226,784

0

0

0

0

0

293,199

6,801

300,000

24,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

24,000

276,000

300,000

24,000

0

0

50,568

0

0

0

0

0

0

74,568

225,432

7,200,000

2,636,459

25,050

17,366

151,704

680,728

166,228

0

0

0

0

3,677,535

3,522,465

会派および
議員名

新・立志
の会 大地の会 太陽・

みらい21 ＮＥⅩＴ
日本共産
党市議団

遠藤真理子 須藤幸喜 熊谷和弘 伊藤 栄 計

令
和
７
年
度

　
　

会 

派 

構 
成

議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

委
嘱
状
を
交
付

も
う 

こ　

り　

 

た

候補者氏名

当 選

得票数 地域交流センター

熊谷康信

熊谷盛廣

永島順子

吉田　裕

総得票数

反 対

賛 成

賛成(規模見直し)

反 対

15,995.20

12,846.80

5,609.00

1,274.00

35,725.00

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

補
正
予
算

代
表
質
問

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

政
務
活
動
費
等

補
正
予
算

定
期
議
会

議
会
構
成

一
般
質
問

代
表
質
問

政
務
活
動
費
等
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第
84
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　
　
　

　

広
報
広
聴
委
員
会
は
改
選
に
よ
り
、
新
た
な

メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
伝
え
る
」
か
ら
「
伝
わ
る
」
広
報
へ
〜
読
み

た
く
な
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
〜
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
あ
ら
た
め
て
委
員
一
丸
と
な

っ
て
編
集
会
議
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
編
集
会
議

で
は
、市
民
が「
知
り
た
い
」「
関
心
が
あ
る
事
柄
」

に
つ
い
て
協
議
・
確
認
し
、
市
民
の
視
点
に
立

っ
た
分
か
り
や
す
い
広
報
紙
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
皆
さ
ま
が
議
会
や
市
政

に
関
心
が
持
て
る
よ
う
な
「
議
会
だ
よ
り
」
の

編
集
、
親
し
み
の
あ
る
広
報
活
動
に
取
組
み
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
委
員
長　

浅
田
琢
哉
）

議　
　

長　

 

中
澤　
　

宏
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第
101
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
市
政
の

振
興
に
努
め
た
功
績
に
よ
り
、
３
人
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
表
彰

氏
　
家
　
英
　
人 

議
員

◎
一
般
表
彰

　
　
（
正
副
議
長
表
彰
）

關
　
　
　
　
　
孝 

議
員

◎
一
般
表
彰

　
　
（
正
副
議
長
表
彰
）

中
　
澤
　
　
　
宏 

議
員

◎
特
別
表
彰

　
　
（
議
員
在
職
20
年
以
上
）

※
在
職
年
数
に
つ
い
て
は
合
併
前
の
町
議
会
議
員

　

と
し
て
の
在
職
年
数
を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

議会からのお知らせ議会からのお知らせ議会からのお知らせ

　本会議はインターネット中継でご
覧になれます。
　ご不明な点等がございましたら、
議会事務局までお問合せください。

9月定期議会
９月９日（火）開会予定

千
葉
　
正
寛 

氏
（
米
山
町
）

田
邊
　
治
通 

氏
（
登
米
町
）

高
橋
　
　
巌 

氏
（
迫
　
町
）

長
倉
　
理
恵 

氏
（
南
方
町
）

ち
　
ば

ま
さ
ひ
ろ

た  

な
べ

は
る
み
ち

た
か
は
し

い
わ
お

な
が
く
ら

り
　
え

た
ち
ば
な

と
も
の
り

あ
　
べ

こ
う

か 

す 

が

ひ
ろ
み
つ

ち
　
ば

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
　
お
よ
び
補
充
員
を
選
出

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

　
同
意

選
挙
管
理
委
員

橘
　
　
智
法 

氏
（
津
山
町
）

阿
部
　
　
公 

氏
（
豊
里
町
）

春
日
　
浩
光 

氏
（
中
田
町
）

千
葉
ま
す
み 

氏
（
東
和
町
）

さ
　
さ
　
き

せ
い

さ
　
さ
　
き
の
ぶ  

お

佐
々
木
　
靜 

氏
（
迫
　
町
）

佐
々
木
信
雄 

氏
（
豊
里
町
）

な
か 

つ 

が
わ
げ
ん
し
ょ
う

●
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

中
津
川
源
正 

氏
（
南
方
町
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

人
　
　
　
事

議会中継 facebook

読みやすく、親しまれる議会だよりを目指します。

【
写
真
右
か
ら
】

田
村
　
啓
峻

伊
藤
　
善
博

伊
藤
　
拓
哉

遠
藤
真
理
子

杵
渕
　
政
博

〔
◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長
〕

　
曽
根
　
充
敏

○
佐
々
木
好
博

◎
浅
田
　
琢
哉

　
　

鈴
木
　
　
実

広報広聴委員会広報広聴委員会広報広聴委員会広報広聴委員会

と
め
市
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4
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